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治
療
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あ
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す
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？
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交
通
手
段
、
電
化
製
品
、
通
信
網
、

医
療
の
飛
躍
的
な
発
達
な
ど
、
現
在

私
た
ち
が
送
っ
て
い
る
豊
か
な
生
活

は
、
18
世
紀
後
半
の
産
業
革
命
の
賜

物
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
豊
か
な
生

活
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
の
枯
渇
、

大
量
の
廃
棄
物
、
ま
た
、
温
暖
化
ガ

ス
に
よ
る
気
候
変
動
な
ど
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
人
間
が
地
球
の
生
態
系

や
気
候
に
影
響
を
及
ぼ
す
、
い
わ
ゆ

る
《
ア
ン
ト
ロ
ポ
セ
ン
（
人
新
世
）》

の
時
代
の
到
来
で
す
。

　
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
を
転

換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て

い
ま
す
。
消
費
す
る
一
方
だ
っ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
節
約
へ
、
今
ま
で
廃
棄
さ
れ

て
き
た
物
は
資
源
や
材
料
と
し
て
再
生

化
へ
。
百
年
、千
年（
ま
さ
に《
ち
と
せ
》

で
す
）
の
先
を
見
据
え
た
将
来
設
計
が

必
要
で
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
私
た
ち
応
用
化
学
生
物
学
科
は

人
と
自
然
界
に
役
立
つ
教
育
と
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
セ
ン
サ
ー
分
子
合
成
、

高
性
能
レ
ー
ザ
研
究
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
、
食
品
分
析
・
人
体
組
織
の

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
）、
生
物
模
倣
を
用
い

た
材
料
・
プ
ロ
セ
ス
開
発
、
環
境
に
優

し
く
、
か
つ
新
し
い
付
加
価
値
を
持
っ

た
天
然
素
材
（
核
酸
、
ナ
ノ
セ
ル
ロ
ー

ス
、
ソ
バ
殻
な
ど
）
の
利
用
な
ど
研
究

テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
本
学
が
位
置
す
る
千
歳
は
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
世

界
に
開
か
れ
た
国
際
空
港
が
立
地
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
研
究
を
世
界
に

発
信
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
国
際
的
な

研
究
や
協
力
関
係
が
培
わ
れ
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
公
立
千

歳
科
学
技
術
大
学
と
と
も
に
世
界
と
環

境
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
私
た
ち
と
一
緒
に
考
え
て

い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

第
６
回全

12
回

人
と
環
境
の
『
千
歳
』
へ

シリーズ

　
な
か
な
か
子
ど
も
を
授
か
ら
ず
、
不
妊
治
療
を
始
め
ま
し
た
。
治
療
費
が
負
担
に
な

っ
て
い
ま
す
。
助
成
制
度
は
あ
り
ま
す
か
？

声

シリーズ全般

公立大学法人
公立千歳科学技術大学
((27)6001
(27)6007FAX

ｵﾗﾌ ｶｰﾄﾊｳｽ
O l a f  K a r t h a u s

教授

応用化学生物学科

　
不
妊
治
療
を
し
て
い
る
方
の
う
ち
、一
般
不
妊
治
療（
人
工
授
精
）や
特
定
不
妊
治
療（
顕

微
授
精
、
体
外
受
精
）
を
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

答

皆さんの「声」にお答えします。

母
子
保
健
課 

母
子
保
健
係

(
(24)
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７
７
１

(24)
８
４
１
８

■FAX

お答え
します

《声のらん》では、「市長への手紙・ポスト」などに寄せられた
声とその答えの中から、市民の皆さんの参考になる問答をご紹
介します。（内容確認のため、連絡先と名前をご記入ください。）
【〒066-8686／東雲町２丁目34／千歳市企画部広報広聴課 宛】

電子顕微鏡を操作する横浜国立大学の大学院生
（ナノテク支援学生研修プログラムの参加者）

夫婦ともに千歳市に住民票がある方で
《北海道特定不妊治療費助成事業》の決
定を受けた方
※制度の詳細は北海道ホームページを確認。
※申請は千歳保健所　(（23）-3175まで。
●治療開始時の妻の年齢が43歳未満の方
●男性不妊治療や２子以降の治療の場
合も、対象となる子どもごとに助成

医師の診断により、一般不妊治療（人
工授精）を行った方のうち、次のすべ
ての要件に該当する方
❶夫婦ともに千歳市に住民票がある方
❷治療開始時の妻の年齢が43歳未満の方
❸市税の滞納がなく、夫婦合算して年
間所得が 730万円未満の方（税引き
前の収入ではありません。）

対象者

助成額

期間・回数

本市在住中に受けた人工授精の治療費
（保険適用外）について、１年度 (４月
～翌年３月 )あたり３万円を上限に助成

●１回の治療につき５万円を上限に助成
●特定不妊治療の一環として、男性不妊
治療を行った場合は５万円を上限に助成
※助成金額は、北海道からの助成分を
差し引いた自己負担分についての助成

通算２年度が対象期間 治療開始時の妻の年齢が40歳未満は、
通算６回、40～ 43歳は、通算３回

申請
期限 治療が終了した年度の３月 31日まで各年度の3月31日まで（年度実施分ごと）

千歳市不妊治療費助成事業の《申請方法》や《申請書類》に
ついては、市ホームページに掲載しています。
https://www.city.chitose.lg.jp/docs/95-93270-166-1084.html

一 般 不 妊 治 療
（ 人 工 授 精 ）

特 定 不 妊 治 療
（顕微授精・体外受精）


